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科学技術に関する国民意識調査－ 2016 年 3 月～2018 年 10 月 科学技術の関心と

信頼と自然災害 － 

文部科学省 科学技術・学術政策研究所 

細坪護挙、加納圭、岡村麻子、三木清香 

要旨 

2018年 10月のインターネット調査の結果、科学技術関心度と科学者信頼度、科学技術肯定性

は、長期的に増大傾向にあることが明らかとなった。男女別には、科学者信頼度で、女性の方が

男性より高くなってきた一方、科学技術関心度や科学技術肯定性では男性の方が常に女性より

高いことが判明した。 

自然災害の防災・減災に関する科学技術への意識では、関心と期待に関しては有意な変化は

認められなかった。一方、政府が講ずべき施策に関しては、気象災害の予測と対策と地震や火山

噴火の予測と対策で、規制制度の新設・改変や情報提供などが必要とする回答に、増加の傾向

が見られる。また、大規模災害などの緊急時にとるべき対策に対する意識は、いくつかの項目で

熊本地震直後の 2016 年 5 月時点よりも高まっている。加えて、災害対策の強化のために科学者

や技術者はどのような研究に注力すべきかという質問への回答についても、2016 年 5 月と同じ水

準を維持している。以上から、2018 年 10 月における自然災害の防災・減災に向けた科学技術に

対する意識は高い水準を維持しているものと考えられる。 

 

Public Attitudes to Science and Technology: Interest and Trust for S&T in 3/2016 – 

10/2018, and Natural Disaster 

1st Policy-Oriented Research Group, National Institute of Science and Technology Policy (NISTEP), 

MEXT 

ABSTRACT 

As a result of the Internet survey in October 2018, it became clear that the degree of interest in 

science and technology, the reliability of scientists, and the degree of science and technology 

attitudes are on an increasing trend over the long term. It turned out that in scientist reliability, 

females became higher than male, while male is always higher than female in degree of interest in 

science and technology and attitudes toward science and technology.  

With respect to science and technology concerning natural disasters, there was no significant 

change in interest and expectation. Meanwhile, as measures to be taken by the government, there 

are increasing trends in regulatory systems and information provision, with regard to prediction 

and countermeasures of meteorological disasters, prediction of earthquakes and volcanic eruptions 

and measures. In addition, some items of measures to be taken in emergencies such as large-scale 

disasters have increased since May 2016, just after the Kumamoto earthquake. Furthermore, 

responses to questions as to what kind of research scientists and engineers should focus on in 

order to strengthen disaster countermeasures are maintained at the same level as in May 2016. 

Based on the above, the respondents' attitudes on science and technology for natural disasters in 

October 2018 are considered to be at high levels. 
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１．目的  

 本調査では、科学技術に関する国民意識の代表的な結果変量として、科学技術関心度と科学

者信頼度、科学技術肯定性（「科学技術の進歩につれて生活はより便利で快適なものになる」に

対する考えを指す）を使用し、これらと自然災害関連質問の増加・減少から、2018 年 10 月に至る

変化を究明する。 

 

２．調査方法  

 本調査研究では、2018 年 10 月にインターネット調査を行い、約 100 項目の問いに対する 3,000

人のデータを取得した。インターネット調査は、世論調査に比べて回答者の代表性の乏しさや偏り

を指摘されることもあるが、調査の実施が容易であるため、本調査のような繰り返し調査による変

化の観察や試行的な調査に適している。本調査の結果は、インターネット調査の特性を踏まえた

分析・解釈を経た活用が期待され、さらに今後の世論調査の実施に発展させる基礎情報となるこ

とが望まれる。 

 

３．主な結果 

（１）科学技術関心度と科学者信頼度、科学技術肯定性の長期的な変化 

 科学技術関心度と科学者信頼度、科学技術肯定性、性別平均の長期的な変化を概要図表 1, 

概要図表 2, 概要図表 3 に示す。図表の矢印は１％有意性水準による統計的仮説検定の結果で

あり、白抜きは男女間に差に有意性がないことを示す。 

科学技術関心度、科学者信頼度、科学技術肯定性はいずれも前回の観測値から増加傾向に

ある。長期的には、科学者信頼度(概要図表 2)で、女性の方が男性より高くなってきた一方、科学

技術関心度(概要図表 1)や科学技術肯定性(概要図表 3)は、男性の方が女性より常に高いことが

分かる。 

 

（2）自然災害と防災・減災に向けた科学技術に対する意識の変化 

 2011年 3月の東日本大震災後、科学技術に対する国民の信頼が低下したことが報告された [1]。

また、熊本地震後に、被災地において科学技術に対する意識が変化したことが報告されている [2]。

2018 年も、記録的な大雪や猛暑の日々が重なり、台風や洪水の被害もあった。地震に関しても、

大阪府北部地震（6 月 18 日）、北海道胆振東部地震（9 月 6 日）が発生し、それぞれ死者や大き

な被害が出ている。加えて、自然災害の被害を伝えるニュースなどを見聞きする機会が増えたこと

などから、直接の被害を受けていない国民もまた、自然災害に対して意識が高まった可能性があ

る。これらの意識が自然災害の防災・減災に向けた科学技術に対する意識とどう繋がっているか

を調べる。 

 まず、自然災害に対する防災・減災に関する科学技術の話題に関心がある、を選択した回答者

の性別の平均値の時間変化を概要図表 4 に示した。2018 年 10 月調査の結果は、前回より微増

しているように見受けられるものの、以前と大きな変動はない。 

また、地震、津波、台風、洪水などの自然災害から生活を守るための分野の発展を期待する回

答者数は増加傾向にあるものの（概要図表 5）、2018 年 10 月と 2016 年 5 月との間で有意な差は

ない。なお、本設問に対して、期待すると回答した者の割合は女性の方が男性より高くなっている。
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また、意識が高まっている地域は全国的に広がっている（概要図表 6）。 

 続いて、スーパー台風や爆弾低気圧、ゲリラ豪雨など気象災害の予測と対策について、政府が

講ずべき施策を訊いたところ、結果は概要図表 7 に示すように、法的規制制度を守るよう指導監

督の徹底（男女とも）、関係企業等に対する協力要請（女性のみ）、一般の人への分かりやすい情

報提供（男女とも）が増加した。これらの増加傾向は全国的に観測された（概要図表８，９）。自然

災害の防災・減災に向けた科学技術への意識が垣間見られる。一方、研究開発の推進は統計的

に有意ではないが微減となっている点にも留意すべきだろう。 

 同じく、地震や火山噴火の予測と対策について、政府が講ずべき施策を訊いたところ、結果は概

要図表 10に示すように、法的規制制度の新設改変（女性のみ）、法的規制制度を守るよう指導監

督の徹底（女性のみ）、一般の人への分かりやすい情報提供（男性のみ）の回答が増加している。

ここでも研究開発の推進は統計的に有意ではないが微減となっている。 

 今回の調査から、近年の傾向として防災・減災に向けた科学技術への意識は、被災の有無を問

わず全国的に高まる傾向や、長期的・根本的対策よりむしろ災害直後の短期的対策事項への要

望が高まる傾向が明らかになった。 

 

（3）自然災害の防災・減災に向けた科学技術情報の発信の方法 

次に、自然災害に特化した質問として、2016年 5月の熊本地震調査と類似の質問を訊き、2016

年 5 月からの変化を調べた。 

科学者や学会、科学者が所属する研究機関や大学などが自然災害に関する情報を積極的に

社会へ発信しようとする場合、どのような方法で促進したらよいと思うか、という質問に対する回答

結果を概要図表 11 に示す。熊本地震後の 2016 年 5 月に比べて 2018 年 10 月の観測値は概ね

増加し、インターネットを利用して情報発信（男性のみ）、公民館等で地域の一般の方を対象とした

講演会等の開催（男性のみ）が増加し、わからない（男性）が減少している。インターネット（男性の

み）及び、公民館等で地域の一般の方を対象とした講演会等の開催（男性のみ）の増加の全国で

の分布状況は概要図表 12、概要図表 13 に示すとおりで、全国的な増加傾向が見られる。 

 また、自然災害に関する情報発信に関連して、どのような発信方法が信頼できるかを訊いたとこ

ろ、概要図表 14 に示すように、信頼度が低い方から SNS、雑誌投稿、インターネットの順となって

いる。 

今回の調査において、回答者が希望する発信方法（概要図表 11）のうち、インターネットはテレ

ビ等の出演に次いで 2 番目に多く希望されていることから、インターネット発信は希望されているも

のの、信頼度は比較的高くないという構造になっていることが明らかとなった。 

 

（4）自然災害の防災・減災に向けて、政府に期待される科学技術に関する対策 

 緊急時に取るべき対策について訊いたところ、概要図表 15 に示す結果となり、全体的に熊本地

震後の調査（2016 年 5 月）から横ばい若しくは増加している。具体的には、科学的に予測される最

悪の事態に備えた対策であること（男女とも）、内容が明確で分かりやすい対策であること（男性の

み）が有意な増加を示しており、熊本地震後より国民意識が高まった可能性がある。また、科学的

予測を基準に用いる考えがうかがわれる。 

科学的に予測される最悪の事態に備えた対策であること（男女とも）の都道府県別平均図は概

要図表 16 に示す通りとなり、全国で増加しているように見られる。内容が明確で分かりやすい対



iii 

 

策であること（男性のみ）の都道府県別平均図は概要図表 17となり、こちらについても全国的に増

加しているように思われる。 

災害対策のために注力すべき研究についての回答状況は、概要図表 18 に示す通りとなり、熊

本地震後の 2016 年 5 月から有意な変化は見られなかった。これは換言すると熊本地震後の意識

が 2018 年 10 月にも該当しているということであり、以上を総合すると、2018 年 10 月における自然

災害に対する意識の高まりを表すと考えられる。 

概要図表 1 科学技術関心度の性別の平均値の時間変化（出典：Fig.2-1 再掲）概要図表 1 科学

技術関心度の性別の平均値の時間変化（出典：Fig.2-1 再掲）
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概要図表1 科学技術関心度の性別の平均値の時間変化（出典：Fig.2-1再掲） 
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概要図表2 科学者信頼度の性別の平均値の時間変化（出典：Fig.2-2再掲） 
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概要図表 3 科学技術の進歩につれて生活はより便利で快適なものになる、の性別の平均値の時

間変化（出典：Fig.2-7 再掲） 

 

概要図表 4 科学技術に関して、自然災害に対する防災・減災に関心がある、の性別の平均値の

時間変化（出典：Fig.2-31 再掲） 
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概要図表 5 科学技術の発展に関して期待すること（出典：Fig.2-49 再掲） 

概要図表 6 地震などの自然災害から

生活を守る分野への期待に関する都

道府県別平均図（出典：Fig.3-1 再掲） 
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概要図表 7 スーパー台風や爆弾低気圧、ゲリラ豪雨など気象災害の予測と対策に関して政府が

講ずべき施策（出典：Fig.2-54 再掲） 
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概要図表 8 スーパー台風や爆弾低

気圧、ゲリラ豪雨など気象災害の予測と

対策に関して法的規制制度を守るよう

指導監督の徹底の都道府県別平均図

（出典：Fig.3-2 再掲） 
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概要図表 9 スーパー台風や爆弾低気圧、ゲリラ豪雨など気象災害の予測と対策に関して一般の

人への分かりやすい情報提供の都道府県別平均図（出典：Fig.3-3 再掲） 

 

差分（2018 年 10 月 

―2016 年 5 月） 
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概要図表 10 地震や火山噴火の予測と対策に関して政府が講ずべき施策（出典：Fig.2-62 再掲） 

 

 

 

概要図表 11 科学者や学会、科学者が所属する研究機関や大学などが、自然災害に関する情報

を積極的に社会へ発信しようとする場合、どのような方法でそのような活動を促進したらよいと思

いますか。（出典：Fig.3-4 再掲） 
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概要図表 12 科学者や学会、科学者が所属する研究機関や大学などが、自然災害に関する情報

を積極的に社会へ発信しようとする場合、インターネットを利用して情報を発信するのがよい（出

典：Fig.3-5 再掲） 

差分（2018 年 10 月 

―2016 年 5 月） 
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概要図表 13 科学者や学会、科学者が所属する研究機関や大学などが、自然災害に関する情報

を積極的に社会へ発信しようとする場合、公民館やホールなどで地域の一般の方を対象とした講

演会やセミナーを開催するのがよい（出典：Fig.3-6 再掲） 

 

 

差分（2018 年 10 月 

―2016 年 5 月） 
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概要図表 14 科学者や学会、科学者が所属する研究機関や大学などが、自然災害に関する情

報を積極的に社会へ発信しようとする場合、以下の方法について、どの程度信頼できますか。（出

典：Fig.3-7 再掲） 

 

 

 

 

概要図表 15 大規模災害などの緊急時にとるべき対策（住民の安全確保対策、その他の応急対

策など）は、どのようなものであるべきと思われますか。あなたの考えに近いものを、この中から３つ

までお選びください。（出典：Fig.3-8 再掲） 
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概要図表 16 大規模災害などの緊急時にとるべき対策（住民の安全確保対策、その他の応急対

策など）は、科学的に予測される最悪の事態に備えた対策である（出典：Fig.3-9 再掲） 

 

差分（2018 年 10 月 

―2016 年 5 月） 
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概要図表 17 大規模災害などの緊急時にとるべき対策（住民の安全確保対策、その他の応急対

策など）は、内容が明確で分かりやすい対策である（出典：Fig.3-10 再掲） 

差分（2018 年 10 月 

―2016 年 5 月） 
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概要図表 18 災害対策の強化のためには、科学者や技術者はどのような研究に力を入れるべき

だと思いますか。あなたの考えに近いものを、この中から３つまであげてください。（出典：Fig.3-11

再掲） 
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1. 調査目的 

（１） 科学技術に対する国民意識の形成過程について 

 第 5 期科学技術基本計画 [3]の記述 

「ⅰ）科学技術イノベーションと社会との関係深化 

イノベーションの創出に当たっては、多様な価値観を持つユーザーの視点が欠かせなくなっており、

また、科学技術イノベーションが社会の期待に応えていくためには、社会からの理解、信頼、支持

を獲得することが大前提である。」 

を踏まえると、国の科学技術政策において、国民の科学技術に関する理解や関心、信頼、期待や

不安などの情報を客観的に把握する普遍的な必要性と価値が存在することは明らかである。 

これまで、科学技術に関する国民意識について様々な角度から調べてきた。特に 2018 年は地

震や洪水、台風など自然災害に多くの被害を受けた年である。本稿では自然災害を経た科学技

術に対する国民意識の変化の把握に焦点を合わせている。 

 以上の視点を踏まえ、2018 年 10 月に自然災害の影響を調べるインターネット調査（専門的には

インターネット・リサーチ: Internet research1とよぶ。以下、「インターネット調査」とよぶ）を実施し、

調査結果を報告書にとりまとめる。本稿では、過去の分析結果の比較を行うことにより、回答者の

意識の変化を調べる。 

インターネット調査には、母集団代表性の乏しさ、大きな偏り、回答の二重のバイアス2などの課

題を抱えており、世論調査とは質的に異なることは、数々の先行研究で明らかである。しかし、現

実的に、日本における科学技術と社会に関する世論調査は、定期的に実施される体制とはなって

いない。世論調査の実施は容易ではないため、不完全であっても、事前調査により作業仮説を設

定し、世論調査実施に向けて一定のエビデンスを用意する目的では、インターネット調査にも妥当

性が存在する可能性がある。 

 

（２） 調査設計 

 本稿では、熊本地震後の調査を先行調査とし、2016 年 5 月調査をベースとして改良させた。 

具体的には、 

・科学者や学会、科学者が所属する研究機関や大学などが、自然災害に関する情報を積極的に

社会へ発信しようとする場合、どのような方法が信頼できると思いますか。 

 などを追加し、インターネット調査を実施した（2018 年 10 月調査）。 

 具体的な調査設計の概要は以下のとおり： 

 

1) 回収数は計 N = 3,000 

2) 回答者年齢は 15-69 歳と設定 

                                                        
1
 瀬踏み程度に使用できるとされる一方、二重のバイアスを伴う[4][5][6][7]。実際、同じ質問に対す

る両者の観測値でも差が生まれることがある[8]。 
2
 回答者集団形成時に生じるバイアス（インターネット会社への協力者であり、無作為抽出と言い

切れない）及び実際の回答者のバイアス（インターネット調査協力者は、通常は自分の関心に応じ

て回答するアンケートを選んでいるため、本調査案件に比較的関心が高い層が回答している可能

性がある。）が存在する。 
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3) サンプリングの層化として、男女同数、10 代から 60 代まで各年代で同数と設定 

4) 回答者の等質性維持と標本の質の向上のため、回答者の半数の 1500 名は 2016 年 5 月調

査を実施した調査会社と同じ調査会社で実施（以下、継続調査という）、残り 1500 名は別会

社で新規標本を集めた（以下、新規調査という）。 

5) 質問票は附録 1（継続調査）及び附録 2（新規調査）に添付。 

6) 調査実査時期は 2018 年 10 月 24 日（水）から 10 月 30 日（火）まで 

 

本稿では、これらを元に 

1) 科学技術関心度などの関心度、科学者信頼度などの信頼度といった、長期的に観察してきた

科学技術に関する代表的な国民意識指標の変化 

2) 自然災害の影響が国民意識に及ぼす効果 

 を分析する。 

 

2. 科学技術に関する代表的な国民意識変量の性別の平均値の時間的変化 

（１） 統計的仮説検定の準備 

 インターネット調査の結果、得られたデータは、二重のバイアスを受けており、日本国民を代表す

る情報とは言い切れない。また、バイアスの完全な除去も困難であることから、厳密には、インター

ネット調査から得られたデータに対して統計的仮説検定の意義は限定的であると考えられる。 

 同時に、一定の科学的な判断根拠は必要であるため、独立性のカイ二乗検定は効果的と考え

られる。なお、検定法の違いから、従前の統計検定の結果と異なる場合がある。 

 統計的仮説検定を行う前に、有意性水準を決める。標本数（サンプルサイズの大きさやサンプル

数などともよぶ。本稿では標本数とよぶ）が大きくなれば、有意と判定されやすいため、標本数など

に応じて事前に決める必要がある。科学技術政策という分野の特性を踏まえて、得られるデータ

の質も考慮すると、従来、筆者が執筆してきた報告書どおり、有意性水準は1％と設定するのが妥

当と考えられる。 

 また、本回答選択肢は質的尺度であり、順序尺度が大半を占める。例えば、「～である」 「どちら

かというと～である」 「どちらでもない」 「どちらかというと～でない」 「～でない」 「わからない」、な

どとなっている。設問によっては「どちらでもない」や「わからない」を設けていないものもある。この

場合は、回答が容易な設問であることが多い。一般的に、科学技術に関する意識に関する質問は

抽象的になりがちで、回答者の回答負担は比較的高いと考えられる。加えて、インターネット調査

では回答者の金銭インセンティブが強く、短時間で回答するケースが多いため、「どちらでもない」

や「わからない」を選択する傾向が高くなる。 

定量解析においては、「～である」 「どちらかというと～である」：1 

「どちらでもない」：0.5 

「どちらかというと～でない」 「～でない」 「わからない」：0  

と置換したモデルで記述する。 

 

（２） 科学技術に関する代表的な国民意識変量の性別の平均値の時間的変化 

 科学技術関心度、科学者信頼度ほか代表的な変量について、科学技術関心度の男女別の変

化について、Fig.2-1 に示す。図中の緑色とパーセントは全体平均を示し、青色は男性平均、赤色
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は女性平均を示す。 

 新規調査と継続調査とでは少し結論が異なる場合もあるが、基本的に結果はあまり違いはない

ため、本稿では合算後のみを分析対象とする。 

2015 年 6 月以降、最近 2 時点間の独立性のカイ二乗検定（有意性水準 1％）により、変化が有

意と判明した場合は、図中に矢印を記入している。白抜きは男女間に差に有意性がないことを示

す。仮説検定を 2015 年 6 月以降と限定した理由は、 

・3 年以上前の変化把握は、施策的意義に乏しい 

・すべての時点の検定結果を図中に書き込むと、図中が矢印だらけになり、見づらくなる 

ためである。 

本来であれば独立性のカイ二乗検定は観測時点全体を含めるべきであるが、この方法だと過去

のデータの変動の有意性にも現在が寄与する形となり、おかしいという考え方も成り立ちうる（逆に、

過去のデータの変動の判断には将来のデータから知見を得るべきという考え方もありえる）。また、

読者の混乱を避けるため、本稿では仮説検定は最近２時点間で行い、過去のデータの変動は変

化しないとする。 

本稿では、主に今回の 2018 年 10 月調査時と直前の 2017 年 5 月観測時点との変化傾向を述

べる。 

科学技術関心度（Fig.2-1、全体、女性）及び科学者信頼度（Fig.2-2、全体及び男性、女性）はと

もに増加しており、性別で見ると女性の増加が大きいと考えられる。また、科学技術の発展にはマ

イナス面よりプラス面が多い（Fig.2-3）も統計的には有意ではないが増加傾向にあり、2017 年 5月

調査時点より状況が好転していることが分かる。 

 ただし、2017 年 5 月調査と異なり、今回は回答者パネルの更新を行っているため、厳密には好

転しているのか、2017 年 5 月調査の回答者パネルが劣化していたのかの判別はつかないことにも

留意すべきである。 

 

 また、前の観測時間との間隔はあるものの、 

・社会的に影響力の大きい科学技術の研究開発を国として推進するかどうかの判断には市民も

参加するべきだ（Fig.2-4、変化なし） 

・少しでもリスクのある科学技術は使用すべきではない（Fig.2-5、全体、男性及び女性で減少）、 

・科学技術の利用には予想もできない危険が潜んでいる（Fig.2-6、変化なし） 

は変化なしか減少しており、科学技術に対して懐疑的な姿勢の減少がうかがわれる。 
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Fig.2-1 科学技術関心度の性別の平均値の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 
Fig.2-2 科学者信頼度の性別の平均値の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-3 科学技術の発展にはマイナス面よりプラス面が多い、の性別の平均値の時間変化（出

典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 

Fig.2-4 社会的に影響力の大きい科学技術の研究開発を国として推進するかどうかの判断には

市民も参加するべきだ、の性別の平均値の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-5 少しでもリスクのある科学技術は使用すべきではない、の性別の平均値の時間変化（出

典：インターネット調査から筆者作成） 

 

Fig.2-6 科学技術の利用には予想もできない危険が潜んでいる、の性別の平均値の時間変化

（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 一方、 

・科学技術の進歩につれて生活はより便利で快適なものになる（Fig.2-7、全体及び女性） 

・日常生活で科学について知っておくことは私にとって重要なことである（Fig.2-8、全体及び女性） 

も全体及び女性で増加しており、科学技術の意義に関する肯定的意見も増えている。 

一方、たとえすぐに利益をもたらさないとしても最先端の学問を前進させる科学研究は必要であり

政府によって支援されるべきである（Fig.2-9）は特に変化していない。 
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Fig.2-7 科学技術の進歩につれて生活はより便利で快適なものになる、の性別の平均値の時間

変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 

Fig.2-8 日常生活で科学について知っておくことは私にとって重要なことである、の性別の平均値

の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-9 たとえすぐに利益をもたらさないとしても最先端の学問を前進させる科学研究は必要であ

り政府によって支援されるべきである、の性別の平均値の時間変化（出典：インターネット調査から

筆者作成） 

 

 科学技術情報の認知経路（情報源）に関しては、一般向け書籍又は雑誌（Fig.2-11、変化なし）

で変化はない。しかし、2015 年 6 月以降の傾向を見ると、認知経路（情報源）の多く（新聞：

Fig.2-10, インターネット：Fig.2-12）は増加している。 

 また、認知経路（情報源）への信頼に関しても、 

・新聞（Fig.2-13 の全体及び女性） 

・テレビ（Fig.2-14 の全体、男性及び女性） 

・ラジオ（Fig.2-15 の全体、男性及び女性） 

・一般向け書籍（Fig.2-16 の全体、男性及び女性） 

・一般向け雑誌（Fig.2-17 の全体） 

・専門書籍や論文雑誌（Fig.2-18 の全体、男性及び女性） 

・インターネット（電子掲示板や SNS を除く）（Fig.2-19 の全体、男性及び女性） 

・電子掲示板や SNS（Fig.2-20 の全体及び男性） 

・家族や友人、知人、職場の人（Fig.2-26 の全体、男性及び女性） 

が増加している。 

 一方、 

・国や地方の行政機関（Fig.2-21、全体及び男性） 

の科学技術情報源としての信頼は低下している。 

但しこれらについても、2017 年調査が異常であって、調査環境の正常化によって 2016 年の水

準に戻っただけという見方もできる。今後の慎重な計測と観察が必要である。 
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Fig.2-10 科学技術情報の認知経路（情報源）が新聞である、の性別の平均値の時間変化（出

典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 
Fig.2-11 科学技術情報の認知経路（情報源）が一般向け書籍や雑誌である、の性別の平均値の

時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-12 科学技術情報の認知経路（情報源）がインターネットである、の性別の平均値の時間変

化（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 
Fig.2-13 科学技術情報の認知経路（情報源）として新聞を信頼する、の性別の平均値の時間変

化（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-14 科学技術情報の認知経路（情報源）としてテレビを信頼する、の性別の平均値の時間変

化（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 
Fig.2-15 科学技術情報の認知経路（情報源）としてラジオを信頼する、の性別の平均値の時間変

化（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-16 科学技術情報の認知経路（情報源）として一般向け書籍を信頼する、の性別の平均値

の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 
Fig.2-17 科学技術情報の認知経路（情報源）として一般向け雑誌を信頼する、の性別の平均値

の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 

69% 
71% 

70% 

68% 67% 
59% 68% 

71% 

78% 

68% 

70% 69% 

57% 

69% 

70% 

75% 

69% 
69% 68% 

58% 

68% 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

15
年

6月
(N

=9
61

) 

15
年

10
月

(N
=9

60
) 

16
年

1月
(N

=9
60

) 

16
年

3月
(N

=3
00

0)
 

16
年

5月
(N

=3
00

0)
 

16
年

11
月

(N
=3

00
0)

 

17
年

5月
(N

=3
00

0)
 

18
年

10
月

(N
=3

00
0)

 

一般向け書籍を信頼する 

男性 

女性 

総計 

44% 

42% 

43% 

46% 
44% 

38% 

41% 
44% 

47% 

36% 

40% 41% 

32% 

36% 

44% 44% 

40% 

43% 43% 

35% 

39% 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

1
5
年

6
月

(N
=

9
6

1
) 

1
5
年

1
0
月

(N
=

9
6

0
) 

1
6
年

1
月

(N
=

9
6

0
) 

1
6
年

3
月

(N
=

3
0

0
0

) 

1
6
年

5
月

(N
=

3
0

0
0

) 

1
6
年

1
1
月

(N
=

3
0

0
0

) 

1
7
年

5
月

(N
=

3
0

0
0

) 

1
8
年

1
0
月

(N
=

3
0

0
0

) 

一般向け雑誌を信頼する 

男性 

女性 

総計 



13 

 

 
Fig.2-18 科学技術情報の認知経路（情報源）として専門書籍や論文雑誌を信頼する、の性別の

平均値の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 
Fig.2-19 科学技術情報の認知経路（情報源）としてインターネット（電子掲示板や SNS を除く）を

信頼する、の性別の平均値の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-20 科学技術情報の認知経路（情報源）として電子掲示板や SNS を信頼する、の性別の平

均値の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 

Fig.2-21 科学技術情報の認知経路（情報源）として国や地方の行政機関を信頼する、の性別の

平均値の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-22 科学技術情報の認知経路（情報源）として国立や公立の独立行政法人などの公的研究

機関を信頼する、の性別の平均値の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 

 
Fig.2-23 科学技術情報の認知経路（情報源）として企業や民間団体（公益法人、NPO、NGO など）

を信頼する、の性別の平均値の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-24 科学技術情報の認知経路（情報源）として科学館や博物館など科学技術関連施設を信

頼する、の性別の平均値の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 
Fig.2-25 科学技術情報の認知経路（情報源）として大学を信頼する、の性別の平均値の時間変

化（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-26 科学技術情報の認知経路（情報源）として家族や友人、知人、職場の人を信頼する、の

性別の平均値の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 科学技術の諸分野に対する関心については、 

・地球温暖化や気候変動対策（Fig.2-28 の女性） 

・資源・エネルギー問題対策（Fig.2-29 の全体及び女性） 

・食料・水資源問題対策（Fig.2-30 の全体及び女性） 

・安全保障・テロ対策（Fig.2-35 の全体及び女性） 

・新しい科学的発見（観察や実験考察などに基づいた新事実や理論の発見など、Fig.2-40 の全

体） 

・新しい医学的発見（生体や疾病などに関する発見など）（Fig.2-41 の全体） 

・宇宙探査開発（Fig.2-42 の全体） 

・海洋探査開発（Fig.2-43 の全体及び女性） 

・原子力開発（Fig.2-44 の全体及び女性） 

で低下している。増加傾向は見られない。 

 これらの結果は、概ね、2017 年 5 月の調査結果と相反するものとなっていること、長期的に見る

と関心は時間と共に変化することは少ないことから、念のため 2017 年 5 月調査の計測方法なども

確認した。2017 年 5 月調査は特に調査方法の変更はなかったこと、時期的に特に調査に影響を

及ぼし得るイベントは発生しなかったことから、おそらく偶然ではないかと考えられる。 
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Fig.2-27 科学技術に関して、科学技術イノベーションによる経済、景気、国際競争力の向上に関

心がある、の性別の平均値の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 
Fig.2-28 科学技術に関して、地球温暖化や気候変動対策に関心がある、の性別の平均値の時

間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-29 科学技術に関して、資源・エネルギー問題対策に関心がある、の性別の平均値の時間

変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 
Fig.2-30 科学技術に関して、食料・水資源問題対策に関心がある、の性別の平均値の時間変化

（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-31 科学技術に関して、自然災害に対する防災・減災に関心がある、の性別の平均値の時

間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 
Fig.2-32 科学技術に関して、少子高齢化社会対策に関心がある、の性別の平均値の時間変化

（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-33 科学技術に関して、食の安全確保に関心がある、の性別の平均値の時間変化（出典：

インターネット調査から筆者作成） 

 

  

Fig.2-34 科学技術に関して、教育に関心がある、の性別の平均値の時間変化（出典：インターネ

ット調査から筆者作成） 
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Fig.2-35 科学技術に関して、安全保障・テロ対策に関心がある、の性別の平均値の時間変化

（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 
Fig.2-36 科学技術に関して、高水準医療の提供など健康や医療に関心がある、の性別の平均値

の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-37 科学技術に関して、生活環境の保全に関心がある、の性別の平均値の時間変化（出

典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 
Fig.2-38 科学技術に関して、自然環境の保全に関心がある、の性別の平均値の時間変化（出

典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-39 科学技術に関して、新しい技術や発明の利用（既存の知識を用いた新製品の開発など）

に関心がある、の性別の平均値の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 
Fig.2-40 科学技術に関して、新しい科学的発見（観察や実験思考などに基づいた新事実や理論

の発見など）に関心がある、の性別の平均値の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作

成） 
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Fig.2-41 科学技術に関して、新しい医学的発見（生体や疾病などに関する発見など）に関心があ

る、の性別の平均値の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 
Fig.2-42 科学技術に関して、宇宙探査開発に関心がある、の性別の平均値の時間変化（出典：

インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-43 科学技術に関して、海洋探査開発に関心がある、の性別の平均値の時間変化（出典：

インターネット調査から筆者作成） 

 

 
Fig.2-44 科学技術に関して、原子力開発に関心がある、の性別の平均値の時間変化（出典：イン

ターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-45 科学技術に関して、情報通信技術（インターネットや電子商取引情報、セキュリティ、ビッ

グデータなどの技術）に関心がある、の性別の平均値の時間変化（出典：インターネット調査から

筆者作成） 

 

 
Fig.2-46 科学技術に関して、数理科学（最近の数学の成果を応用した技術開発など）に関心が

ある、の性別の平均値の時間変化（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-47 最近 1 年間の施設訪問経験（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 
Fig.2-48 科学技術に関するクイズの正答率（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

38% 
40% 

41% 

17% 18% 18% 

10% 
9% 

11% 10% 10% 10% 

53% 

50% 
49% 

39% 
40% 41% 

47% 46% 

51% 

1% 1% 1% 

26% 25% 
27% 

17% 
18% 18% 

30% 31% 31% 

19% 19% 
21% 

12% 11% 
14% 

7% 
9% 9% 

41% 
43% 

41% 

24% 
26% 26% 

41% 41% 40% 

1% 2% 1% 

28% 28% 
30% 

26% 25% 
27% 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%
2

0
1

6
年

3
月

 

2
0

1
6
年

5
月

 

2
0

1
8
年

1
0
月

 

2
0

1
6
年

3
月

 

2
0

1
6
年

5
月

 

2
0

1
8
年

1
0
月

 

2
0

1
6
年

3
月

 

2
0

1
6
年

5
月

 

2
0

1
8
年

1
0
月

 

2
0

1
6
年

3
月

 

2
0

1
6
年

5
月

 

2
0

1
8
年

1
0
月

 

2
0

1
6
年

3
月

 

2
0

1
6
年

5
月

 

2
0

1
8
年

1
0
月

 

2
0

1
6
年

3
月

 

2
0

1
6
年

5
月

 

2
0

1
8
年

1
0
月

 

2
0

1
6
年

3
月

 

2
0

1
6
年

5
月

 

2
0

1
8
年

1
0
月

 

2
0

1
6
年

3
月

 

2
0

1
6
年

5
月

 

2
0

1
8
年

1
0
月

 

2
0

1
6
年

3
月

 

2
0

1
6
年

5
月

 

2
0

1
8
年

1
0
月

 

2
0

1
6
年

3
月

 

2
0

1
6
年

5
月

 

2
0

1
8
年

1
0
月

 

動物園、水族

館、植物園 

博物館 科学館 プラネタリウ

ム 

図書館 美術館、コン

サートホー

ル、劇場 

映画館 サイエンスカ

フェ 

スポーツ施設

（体育館や

プール、運動

場など） 

上記のいずれ

も訪れていな

い 

最近1年間の施設訪問経験 女性 

男性 

75% 76% 

65% 

60% 59% 58% 

34% 

29% 

15% 
13% 

32% 

28% 27% 

23% 

77% 76% 

62% 
59% 

33% 
29% 

68% 

64% 

83% 
86% 

77% 75% 

61% 
64% 

29% 
26% 

36% 
34% 

46% 46% 

31% 29% 

80% 81% 

65% 

69% 

46% 44% 

74% 
71% 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2
0
1
6
年

5
月

 

2
0
1
8
年

1
0
月

 

2
0
1
6
年

5
月

 

2
0
1
8
年

1
0
月

 

2
0
1
6
年

5
月

 

2
0
1
8
年

1
0
月

 

2
0
1
6
年

5
月

 

2
0
1
8
年

1
0
月

 

2
0
1
6
年

5
月

 

2
0
1
8
年

1
0
月

 

2
0
1
6
年

5
月

 

2
0
1
8
年

1
0
月

 

2
0
1
6
年

5
月

 

2
0
1
8
年

1
0
月

 

2
0
1
6
年

5
月

 

2
0
1
8
年

1
0
月

 

2
0
1
6
年

5
月

 

2
0
1
8
年

1
0
月

 

2
0
1
6
年

5
月

 

2
0
1
8
年

1
0
月

 

2
0
1
6
年

5
月

 

2
0
1
8
年

1
0
月

 

地球の中心部

は非常に高温

である 

すべての放射

能は人工的に

作られたもの

である 

我々が呼吸に

使っている酸

素は植物から

作られたもの

である 

赤ちゃんが男

の子になるか

女の子になる

かを決めるの

は父親の遺伝

子である 

レーザーは音

波を集中する

ことで得られ

る 

電子の大きさ

は原子の大き

さよりも小さ

い 

抗生物質はバ

クテリア同様

ウイルスも殺

す 

大陸は何万年

もかけて移動

しておりこれ

からも移動す

るだろう 

現在の人類は

原始的な動物

種から進化し

たものである 

ごく初期の人

類は恐竜と同

時代に生きて

きた 

放射能に汚染

された牛乳は

沸騰させれば

安全である 

科学技術に関するクイズの正答率 
女性 

男性 



29 

 

 

Fig.2-49 科学技術の発展に関して期待すること（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 科学技術の発展に関する期待度は Fig.2-49 となり、これまでの図表の中で最も複雑な変化を示

す。一方、施設訪問経験と同じく、男女差はほぼ一定しており、男女差が逆転することはまずな

い。 

 本稿の主たる目的の一つは、自然災害に関連する質問として、地震などの自然災害から生活を

守る分野、への期待についての変化の有無を知ることであった。同質問に対する回答では、2016

年 3 月、同年 5 月で男性が有意に増加している一方、2018 年 10 月に至るまで単調増加している

ことが分かった。 

  

 Fig.2-50 では科学技術の発展に伴い不安に感じることを示した。不安では期待ほど複雑にはな

らないが、全ての選択肢で女性が男性を上回っている。上下の傾向が頻繁なのは「資源やエネル

ギーの消費が増え枯渇のリスクが高まること」である。次いで増加傾向が有意なのは「クローン人

間を生みだすこと、兵器への利用など倫理的問題」である。 

 

 これまで紹介していない科学技術に対する考え方は Fig.2-51 となる。基本的に 2018 年 10 月で

は前の観測時点よりも状況は好転している。例えば、 

・社会の新たな問題はさらなる科学技術の発展によって解決される（男女ともに） 

・科学的知識を通じて多様で持続可能な社会を達成するためにも科学技術は振興されるべきであ

る（男性） 

・未解明のリスクを重要視しすぎると技術的進歩を逃すこともあるだろう（男女ともに） 

・博士号取得者など科学技術人材の育成政策は重要であり政府によって支援されなければなら

ない（男女ともに） 

・企業や大学・公的研究機関などの科学者や技術者が協力した研究開発や成果活用を目指す政

策は重要であり政府によって支援されなければならない（男女ともに） 

・科学への若者の関心は私達の将来の繁栄に必要不可欠であり政府によって支援されなければ
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ならない（男女ともに） 

が 2018 年 10 月には前の観測時点から有意に増加している。 

 

 ノーベル賞等に関する関心はFig.2-52 となる。2018年 10月、日本人のノーベル賞受賞が公表さ

れた後に本調査は実施されたが、2016 年 5 月と比べて、ノーベル賞自体の関心は低下している

（男性のみ）。一方、受賞者の勉強方法や成長過程（男女ともに）、人柄や性格（男女ともに）、日

本国内の表彰（男女ともに）などに関心を増しており、単なる珍しさだけでなく、より一層踏み込ん

だノーベル賞に関する知識を得たいと回答者は考えている可能性があると推察される。 

 

 
Fig.2-50 科学技術の発展に伴い不安に感じること（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 

Fig.2-51 科学技術に対する考え方（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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社会の新たな問題はさらなる科

学技術の発展によって解決され

る 

科学的知識

を通じて多

様で持続可

能な社会を

達成するた

めにも科学

技術は振興

されるべきで

ある 

未解明のリスクを重要視

しすぎると技術的進歩を

逃すこともあるだろう 

博士号取得者など科学技

術人材の育成政策は重

要であり政府によって支

援されなければならない 

企業や大学・公的研究機

関などの科学者や技術者

が協力した研究開発や成

果活用を目指す政策は重

要であり政府によって支

援されなければならない 

科学への若

者の関心は

私達の将来

の繁栄に必

要不可欠で

あり政府に

よって支援さ

れなければ

ならない 

科学者や技術者、科学技

術の政府関係者は専門

家でない人の意見をもっと

聞いて欲しい 

科学技術に関する事故や事件の情報

は多少不正確でも早く発表すべきだ 

科学者の好

奇心や探究

心による研

究は科学技

術の進歩に

必要不可欠

である 

科学に関心

を持つことは

人々を相互

に理解し尊

重し合う文化

につながる 

科学に関心

を持つことは

人々の創造

性をはぐくみ

表現力を高

める文化に

つながる 

科学技術に対する考え方 女性 男性 
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Fig.2-52 ノーベル賞等に関する関心（出典：インターネット調査から筆者作成） 

  

政府が講ずべき施策について、課題ごとに整理すると、地球温暖化現象については Fig.2-53 と

なり、2018 年 10 月に対しては、法的規制制度の新設改変（女性のみ）、一般の人への分かりやす

い情報提供（女性のみ）が増加している。 

 スーパー台風や爆弾低気圧、ゲリラ豪雨など気象災害の予測と対策に関しては Fig.2-54 となり、

2018年 10月に対しては、法的規制制度を守るよう指導監督の徹底（男女とも）、関係企業等に対

する協力要請（女性のみ）、一般の人への分かりやすい情報提供（男女とも）が増加している。 

主に中国からのＰＭ２．５の飛散の予測と対策に関しては Fig.2-55 となり、時間変化は観察され

ていない。 

また、新型インフルエンザ、鳥インフルエンザ、デング熱、エボラ出血熱などの感染症予測と対

策に関しても（Fig.2-56）2018 年 10 月に対する変化は観測されていない。 

一方、ゲノム編集技術を用いたデザイナーベビーなど遺伝子操作に関しては複雑な動きを示し

ており（Fig.2-57）、研究開発の推進（男女とも）、関係企業等に対する協力要請（女性のみ）、一

般の人への分かりやすい情報提供（女性のみ）では減少する一方、法的規制制度の新設改変

（男女とも）、法的規制制度を守るよう指導監督の徹底（男性のみ）が増加しており、規制を求める

意見が増えてきているようにも考えられる。 

 また、無人航空機(ドローン)等の既存の大量流通製品の改造によるテロや犯罪に関しては

Fig.2-58 となり、2018 年 10 月に対しては関係企業等に対する協力要請（女性のみ）が増加してい

るのみとなっている。 

 加えて、インターネット等情報セキュリティに関しては Fig.2-59 となり、2018 年 10 月に対しては関

係企業等に対する協力要請（男性のみ）が増加している。 

 一方、自動運転車などやロボット、人工知能（ＡＩ）に対しては Fig.2-60 となり、2018 年 10 月に対

しては研究開発施設等の設置（女性のみ）、法的規制制度の新設改変（男女とも）、法的規制制

度を守るよう指導監督の徹底（男女とも）、関係企業等に対する協力要請（男性のみ）、一般の人

への分かりやすい情報提供（男性のみ）が増加しており、減少傾向の変数はない。 
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ノーベル賞等の科学技術に関

する国際的に権威ある表彰に

関心がありますか 

ノーベル賞等を受賞した日本

人等に関心がありますか 

ノーベル賞等を受賞した日本

人等に関してその研究への取

り組み方や幼少期からの科学

の勉強方法など研究者として

の成長過程に関心があります

か 

ノーベル賞等を受賞した日本

人等に関してその研究成果等

や専門分野に関心があります

か 

ノーベル賞等を受賞した日本

人等に関してその人柄や性格

などに関心がありますか 

日本国内で行われている科学

技術に関する権威ある表彰に

関心がありますか 

ノーベル賞等に対する関心 
女性 

男性 
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 東日本大震災による福島第一原子力発電所事故対応は、Fig.2-61 となり、2018 年 10 月に対し

ては研究開発の推進（男女とも）が減少している。言うまでもなく、これは研究開発の価値が下がっ

たわけではなく、おそらく国民から研究開発活動が見えにくくなっているためだろうと思われる。 

 地震や火山噴火の予測と対策では、Fig.2-62 となり、2018 年 10 月に対しては法的規制制度の

新設改変（女性のみ）、法的規制制度を守るよう指導監督の徹底（女性のみ）、一般の人への分

かりやすい情報提供（男性のみ）が増加している。 

東京一極集中を是正する地方創生対策は、Fig.2-63 となり、2018 年 10 月に対しては法的規制

制度の新設改変（女性）が増加している。 

 

 
Fig.2-53 地球温暖化現象に関して政府が講ずべき施策（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 

Fig.2-54 スーパー台風や爆弾低気圧、ゲリラ豪雨など気象災害の予測と対策に関して政府が講

ずべき施策（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-55 主に中国からのＰＭ２．５の飛散の予測と対策に関して政府が講ずべき施策（出典：イン

ターネット調査から筆者作成） 

 

 
Fig.2-56 新型インフルエンザ、鳥インフルエンザ、デング熱、エボラ出血熱などの感染症予測と対

策に関して政府が講ずべき施策（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-57 ゲノム編集技術を用いたデザイナーベビーなど遺伝子操作に関して政府が講ずべき施

策（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 
Fig.2-58 無人航空機(ドローン)等の既存の大量流通製品の改造によるテロや犯罪に関して政府

が講ずべき施策（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-59 インターネット等情報セキュリティに関して政府が講ずべき施策（出典：インターネット調

査から筆者作成） 

 

 
Fig.2-60 自動運転車などやロボット、人工知能(ＡＩ)に関して政府が講ずべき施策（出典：インター

ネット調査から筆者作成） 
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Fig.2-61 東日本大震災による福島第一原子力発電所事故対応に関して政府が講ずべき施策

（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 
Fig.2-62 地震や火山噴火の予測と対策に関して政府が講ずべき施策（出典：インターネット調査

から筆者作成） 
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Fig.2-63 東京一極集中を是正する地方創生対策に関して政府が講ずべき施策（出典：インターネ

ット調査から筆者作成） 

 

３. 自然災害に対する国民意識 

 2018 年 10 月調査では、当該年の自然災害の多さを鑑みて、熊本地震後の調査である 2016 年

5 月調査と似た設問を設計した。本章ではその設問に関して解説を行う。 

 まず、前章でも地震や台風などに関する設問があり、それらのまとめから議論を始める。 

○ Fig.2-31 から、自然災害に対する防災・減災に対する関心に変化はない。 

○ Fig.2-49 から、地震などの自然災害から生活を守る分野、への期待について 2016 年 3 月、同

年 5 月で男性が有意に増加し、かつ、2018 年 10 月に至るまで単調増加していることが分かる

また、Fig.3-1 のコロプレス図（本稿では都道府県別平均図を示す）から、増加は全国で見られ

る。 

政府が講ずべき施策として、 

○スーパー台風や爆弾低気圧、ゲリラ豪雨など気象災害の予測と対策に関しては Fig.2-54 となり、

2018 年 10 月に対しては、法的規制制度を守るよう指導監督の徹底（男女とも）、関係企業等に

対する協力要請（女性のみ）、一般の人への分かりやすい情報提供（男女とも）が増加している。

特に法的規制制度を守るよう指導監督の徹底の都道府県別平均図はFig.3-2となる。一方、一

般の人への分かりやすい情報提供の図に関しては Fig.3-3 となる。 

○地震や火山噴火の予測と対策では、Fig.2-62 となり、2018 年 10 月に対しては法的規制制度の

新設改変（女性のみ）、法的規制制度を守るよう指導監督の徹底（女性のみ）、一般の人への

分かりやすい情報提供（男性のみ）が増加している。 

以上から、自然災害に対する防災・減災について、明白な関心はないものの、期待感や政府に

対する情報公開などを求める姿勢が明らかになっている。 
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Fig.3-1 地震などの自然災害から生活を守る分野への期待に関する都道府県別平均図（出典：

インターネット調査から筆者作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

差分（2018 年 10 月 

―2016 年 5 月） 
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Fig.3-2 スーパー台風や爆弾低気圧、ゲリラ豪雨など気象災害の予測と対策に関して法的規

制制度を守るよう指導監督の徹底の都道府県別平均図（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差分（2018 年 10 月 

―2016 年 5 月） 
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Fig.3-3 スーパー台風や爆弾低気圧、ゲリラ豪雨など気象災害の予測と対策に関して一般の人

への分かりやすい情報提供の都道府県別平均図（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 本章では以上の点を踏まえつつ、災害関連の追加設問について調べていく。 

科学者や学会、科学者が所属する研究機関や大学などが、自然災害に関する情報を積極的

に社会へ発信しようとする場合、どのような方法でそのような活動を促進したらよいと思うかについ

ては Fig.3-4 となり、2018 年 10 月では熊本地震後の 2016 年 5 月に比べて観測値は概ね増加し

ており、インターネット（男性のみ）、公民館等で地域の一般の方を対象とした講演会等の開催（男

性のみ）が増加しており、わからない（男性）が減少している。 

インターネット（男性のみ）及び、公民館等で地域の一般の方を対象とした講演会等の開催（男

性のみ）の全国での分布状況は Fig.3-5、Fig.3-6 となっており、全国的な増加傾向が見られる。 

 

 

差分（2018 年 10 月 

―2016 年 5 月） 
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Fig.3-4 科学者や学会、科学者が所属する研究機関や大学などが、自然災害に関する情報を積

極的に社会へ発信しようとする場合、どのような方法でそのような活動を促進したらよいと思いま

すか。（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.3-5 科学者や学会、科学者が所属する研究機関や大学などが、自然災害に関する情報を積

極的に社会へ発信しようとする場合、インターネットを利用して情報を発信するのがよい（出典：イ

ンターネット調査から筆者作成） 

差分（2018 年 10 月 

―2016 年 5 月） 
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Fig.3-6 科学者や学会、科学者が所属する研究機関や大学などが、自然災害に関する情報を積

極的に社会へ発信しようとする場合、公民館やホールなどで地域の一般の方を対象とした講演会

やセミナーを開催するのがよい（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

また、これに関連して、どのような発信方法が信頼できるかを訊いたところ、Fig.3-7 となり、観測

値の下から SNS、雑誌投稿、インターネットの順となっている。回答者が希望する発信方法

（Fig.3-4）のうち、インターネットはテレビ等の出演に次いで 2 番目に多く希望されていることから、

インターネット発信は希望されているものの、信頼度は高くないという構造になっていることが明ら

かとなった。 

 

 緊急時に取るべき対策について訊いたところ、Fig.3-8 となり、全体的に熊本地震後の調査

（2016 年 5 月）から横ばい若しくは増加している。具体的には、科学的に予測される最悪の事態に

備えた対策であること（男女とも）、内容が明確で分かりやすい対策であること（男性のみ）が有意

な増加を示しており、熊本地震後より国民意識が高まった可能性がある。また、科学的予測を基

準に用いる考え方がうかがわれる。 

差分（2018 年 10 月 

―2016 年 5 月） 
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また、緊急時にとるべき対策として、科学的に予測される最悪の事態に備えた対策であることを

求める回答者の都道府県別平均図は Fig.3-9 となり、全国で増加しているように見られる一方、内

容が明確で分かりやすい対策であることを求める回答者の都道府県別平均図は Fig.3-10 となり、

全国的に増加しているように思われる。 

 

災害対策のために注力すべき研究については、Fig.3-11 となり、熊本地震後の 2016 年 5 月から

有意な変化は見られなかった。これは換言すると熊本地震後の意識が 2018 年 10 月にも該当して

いるということであり、2018 年 10 月における自然災害に対する意識の高まりを表すと考えられる。 

 

Fig.3-7 科学者や学会、科学者が所属する研究機関や大学などが、自然災害に関する情報を

積極的に社会へ発信しようとする場合、以下の方法について、どの程度信頼できますか。（出典：

インターネット調査から筆者作成） 

 

 

Fig.3-8 大規模災害などの緊急時にとるべき対策（住民の安全確保対策、その他の応急対策な

ど）は、どのようなものであるべきと思われますか。あなたの考えに近いものを、この中から３つまで

お選びください。（出典：インターネット調査から筆者作成） 
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Fig.3-9 大規模災害などの緊急時にとるべき対策（住民の安全確保対策、その他の応急対策な

ど）は、科学的に予測される最悪の事態に備えた対策である（出典：インターネット調査から筆者作

成） 

 

差分（2018 年 10 月 

―2016 年 5 月） 
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Fig.3-10 大規模災害などの緊急時にとるべき対策（住民の安全確保対策、その他の応急対策な

ど）は、内容が明確で分かりやすい対策である（出典：インターネット調査から筆者作成） 

 

 

差分（2018 年 10 月 

―2016 年 5 月） 
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Fig.3-11 災害対策の強化のためには、科学者や技術者はどのような研究に力を入れるべきだと

思いますか。あなたの考えに近いものを、この中から３つまであげてください。（出典：インターネット

調査から筆者作成） 

 

４. まとめ 

（１）目的 

 本章では、簡単化のため、科学技術に関する国民意識の代表的な結果変量として、科学技術

関心度と科学者信頼度、科学技術肯定性（「科学技術の進歩につれて生活はより便利で快適な

ものになる」に対する考えを指す）を使用し、これらと自然災害関連質問の増加・減少から、2018

年 10 月に至る変化を究明する。 

 

（２）調査方法 

 本調査研究では、2018 年 10 月にインターネット調査を行い、約 100 項目の問いに対する 3,000

人のデータを取得した。インターネット調査は、世論調査に比べて回答者の代表性の乏しさや偏り

を指摘されることもあるが、調査の実施が容易であるため、本調査のような繰り返し調査による変

化の観察や試行的な調査に適している。本調査の結果は、インターネット調査の特性を踏まえた

分析・解釈を経た活用が期待され、さらに今後の世論調査の実施に発展させる基礎情報となるこ

とが望まれる。 

 

（３）主な結果 

１）科学技術関心度と科学者信頼度、科学技術肯定性の長期的な変化 

 科学技術関心度と科学者信頼度、科学技術肯定性、性別平均の長期的な変化を Fig.2-1, 

Fig.2-2, Fig.2-7 に示す。図表の矢印は１％有意性水準による統計的仮説検定の結果であり、白

抜きは男女間に差に有意性がないことを示す。 

科学技術関心度、科学者信頼度、科学技術肯定性はいずれも前回の観測値から増加傾向に

ある。長期的には、科学者信頼度(Fig.2-2)で、女性の方が男性より高くなってきた一方、科学技
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術関心度(Fig.2-1)や科学技術肯定性(Fig.2-7)は、男性の方が女性より常に高いことが分かる。 

 

2）自然災害と防災・減災に向けた科学技術に対する意識の変化 

 2011年 3月の東日本大震災後、科学技術に対する国民の信頼が低下したことが報告された[1]。

また、熊本地震後に、被災地において科学技術に対する意識が変化したことが報告されている [2]。

2018 年も、記録的な大雪や猛暑の日々が重なり、台風や洪水の被害もあった。地震に関しても、

大阪府北部地震（6 月 18 日）、北海道胆振東部地震（9 月 6 日）が発生し、それぞれ死者や大き

な被害が出ている。加えて、自然災害の被害を伝えるニュースなどを見聞きする機会が増えたこと

などから、直接の被害を受けていない国民もまた、自然災害に対して意識が高まった可能性があ

る。これらの意識が自然災害の防災・減災に向けた科学技術に対する意識とどう繋がっているか

を調べる。 

 まず、自然災害に対する防災・減災に関する科学技術の話題に関心がある、を選択した回答者

の性別の平均値の時間変化を Fig.2-31 に示した。2018 年 10 月調査の結果は、前回より微増し

ているように見受けられるものの、以前と大きな変動はない。 

また、地震、津波、台風、洪水などの自然災害から生活を守るための分野の発展を期待する回

答者数は増加傾向にあるものの（Fig.2-49）、2018 年 10 月と 2016 年 5 月との間で有意な差はな

い。なお、本設問に対して、期待すると回答した者の割合は女性の方が男性より高くなっている。

また、意識が高まっている地域は全国的に広がっている（Fig.3-1）。 

 続いて、スーパー台風や爆弾低気圧、ゲリラ豪雨など気象災害の予測と対策について、政府が

講ずべき施策を訊いたところ、結果は Fig.2-54 に示すように、法的規制制度を守るよう指導監督

の徹底（男女とも）、関係企業等に対する協力要請（女性のみ）、一般の人への分かりやすい情報

提供（男女とも）が増加した。これらの増加傾向は全国的に観測された（Fig.3-2, Fig.3-3）。自然災

害の防災・減災に向けた科学技術への意識が垣間見られる。一方、研究開発の推進は統計的に

有意ではないが微減となっている点にも留意すべきだろう。 

 同じく、地震や火山噴火の予測と対策について、政府が講ずべき施策を訊いたところ、結果は

Fig.2-62 に示すように、法的規制制度の新設改変（女性のみ）、法的規制制度を守るよう指導監

督の徹底（女性のみ）、一般の人への分かりやすい情報提供（男性のみ）の回答が増加している。

ここでも研究開発の推進は統計的に有意ではないが微減となっている。 

今回の調査から、近年の傾向として防災・減災に向けた科学技術への意識は、被災の有無を

問わず全国的に高まる傾向や、長期的・根本的対策よりむしろ災害直後の短期的対策事項への

要望が高まる傾向が明らかになった。 

 

3）自然災害の防災・減災に向けた科学技術情報の発信の方法 

次に、自然災害に特化した質問として、2016年 5月の熊本地震調査と類似の質問を訊き、2016

年 5 月からの変化を調べた。 

科学者や学会、科学者が所属する研究機関や大学などが自然災害に関する情報を積極的に

社会へ発信しようとする場合、どのような方法で促進したらよいと思うか、という質問に対する回答

結果を Fig.3-4 に示す。熊本地震後の 2016 年 5 月に比べて 2018 年 10 月の観測値は概ね増加

し、インターネットを利用して情報発信（男性のみ）、公民館等で地域の一般の方を対象とした講演

会等の開催（男性のみ）が増加し、わからない（男性）が減少している。インターネット（男性のみ）
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及び、公民館等で地域の一般の方を対象とした講演会等の開催（男性のみ）の増加の全国での

分布状況 Fig.3-5、Fig.3-6 に示すとおりで、全国的な増加傾向が見られる。 

 また、自然災害に関する情報発信に関連して、どのような発信方法が信頼できるかを訊いたとこ

ろ、Fig.3-7 に示すように、信頼度が低い方から SNS、雑誌投稿、インターネットの順となっている。  

今回の調査において、回答者が希望する発信方法（Fig.3-4）のうち、インターネットはテレビ等

の出演に次いで 2 番目に多く希望されていることから、インターネット発信は希望されているものの、

信頼度は比較的高くないという構造になっていることが明らかとなった。 

 

4）自然災害の防災・減災に向けて、政府に期待される科学技術に関する対策 

 緊急時に取るべき対策について訊いたところ、Fig.3-8 に示す結果となり、全体的に熊本地震後

の調査（2016 年 5 月）から横ばい若しくは増加している。具体的には、科学的に予測される最悪の

事態に備えた対策であること（男女とも）、内容が明確で分かりやすい対策であること（男性のみ）

が有意な増加を示しており、熊本地震後より国民意識が高まった可能性がある。また、科学的予

測を基準に用いる考えがうかがわれる。 

科学的に予測される最悪の事態に備えた対策であること（男女とも）の都道府県別平均図は

Fig.3-9 に示す通りとなり、全国で増加しているように見られる。内容が明確で分かりやすい対策で

あること（男性のみ）の都道府県別平均図は Fig.3-10 となり、こちらについても全国的に増加して

いるように思われる。 

災害対策のために注力すべき研究についての回答状況は、Fig.3-11 に示す通りとなり、熊本地

震後の 2016 年 5 月から有意な変化は見られなかった。これは換言すると熊本地震後の意識が

2018 年 10 月にも該当しているということであり、以上を総合すると、2018 年 10 月における自然災

害に対する意識の高まりを表すと考えられる。 
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附録 1 インターネット調査質問票（継続調査）
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附録 2 インターネット調査質問票（新規調査） 

 

 

 

 



68 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



69 

 

 

 



70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



71 

 

 



72 

 

 



73 

 

 

 

 



74 

 

 



75 

 

 

 

 

 



76 

 

 

 



77 

 

 

 



78 

 

 

 



79 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



80 

 

 

 



81 

 

 

 

 



82 

 

 

 



83 

 

 

 

 



84 

 

 

 



85 

 

 

 



86 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



87 





調査資料-279 

科学技術に関する国民意識調査 
－2016 年 3 月～2018 年 10 月 科学技術の関心と信頼と自然災害 － 

2018 年 12 月 

文部科学省 科学技術・学術政策研究所 
細坪護挙、加納圭、岡村麻子、三木清香 

〒100-0013 東京都千代田区霞が関 3-2-2 中央合同庁舎第 7 号館 東館 16 階 
TEL: 03-3581-2391 FAX: 03-3503-3996 

Public Attitudes to Science and Technology:  
Interest and Trust for S&T in 3/2016 – 10/2018, and Natural Disaster 

December 2018 

Moritaka Hosotsubo, Kei Kano, Asako Okamura, Kiyoka Miki 
1st Policy-Oriented Research Group 

National Institute of Science and Technology Policy (NISTEP) 
Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT), Japan 

http://doi.org/10.15108/rm



http://www.nistep.go.jp


